
鶴橋中学校は平成31年度にすべての学年が単学級になると見込まれています。小規模校
には、「きめ細かな指導を行いやすい」といった長所もありますが、「集団学習の実施に制約
が生じる」といった課題があり、中学校３年間でさまざまな経験・体験ができるよう、教育環境
の改善が必要です。そこで、生野区では、勝山中学校と鶴橋中学校を再編し、教育環境の
改善を図ることを、喫緊の課題として取り組んでいくこととし、「勝山中学校・鶴橋中学校学校
整備計画（案）、(以下【案】といいます。)」を策定しました。
本紙では、【案】の概要と、【案】に関する説明会(平成29年11月28日、12月４日開催)にてい
ただいた主なご意見・ご質問とその回答をご報告いたします。

～生野区西部地域学校再編整備計画の推進～

「勝山中学校・鶴橋中学校 学校整備計画（案）」説明会
開催結果のご報告

（１）学校配置(案)

鶴橋中学校と再編する中学校については、隣接する中学校である、勝山中学校、大池中学校が候
補でした。どちらの中学校と再編すべきか、さらに再編に際してどの校地を活用すべきか、検討しまし
た。
結果として、再編後の通学の距離（直線距離）が最も短く、最寄の小学校(東桃谷小学校)と隣接す
るという立地的な利点を活かした高い小中連携効果が期待できる、「もと勝山中学校」に新たな中学
校となる｢（仮称）A中学校｣を設置することをご提案しております。

新たな中学校の
第２運動場として活用

（中学校区内の小学校
再編まで暫定的に活用）新たな中学校の

校地として活用
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（３）新たな学校の開校に必要な期間
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開校時期については、勝山中学校・鶴橋中学校 学校設置協議会において、子どもたちの最善の
利益となることをふまえて、具体的に検討します。新たな学校の改修工事等には、約１年の期間が必
要ですので、最短で平成31年４月の開校が可能となります。

（２）新たな学校の生徒数・学級数の推移
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再編後の新たな学校の学級数は各学年２～３クラスで推移し、安定的に持続可能な学校規模になる
見込みです。

２

H30年以降は推計値 (H29.5.1速報値による推計)



（４）新たな中学校についての話し合いの場

再編運営委員会

✓ 学校の場所
✓ 開校時期
⚫ 校舎レイアウト概要
⚫ 校舎改修の内容

地域の各種団体・
実行委員会

※校区小学校の再編に際しては、小中一貫校設置に向けて、改めて学校設置協議会を設ける

✓ は合意事項で必須となる

勝山中学校・鶴橋中学校 学校設置協議会を設けます

勝山中学校

鶴橋中学校

教育委員会
事務局

学校跡地の
暫定活用

校区小学校の再編ま
で、第２グランドとして
活用

• 学校体育施設開放
事業

交流事業

 地域行事等による
交流など

記念事業等

 閉校記念式典･記念
誌など

勝山地域
まちづくり
協議会推薦
（２名）

鶴橋中学校区勝山中学校区

事務局：生野区役所、教育委員会事務局
関係校：勝山中学校、鶴橋中学校

学 校 設 置 協 議 会

東桃谷地域
まちづくり
協議会推薦
（２名）

北鶴橋
まちづくり
協議会推薦
（２名）

鶴橋
ふれあい
協議会推薦
（２名）

勝山中学校
ＰＴＡ推薦（９名）

鶴橋中学校
ＰＴＡ推薦（９名）

新中学校の
教育内容

◼ 新たな中学校の教
育カリキュラムづくり

◼ 開校までの学校間
交流事業

◼ 新しい学校の職員
体制作り

専門部会

校名・校章・校歌
検討部会

✓ 校名
⚫ 校章
⚫ 校歌

標準服等検討部会

⚫ 標準服・体操服

安全対策検討部会

⚫ 通学路の安全対策

学校設置協議会(以下、【協議会】といいます)に関する区からの説明
◆ 【協議会】は、新たな学校を設置する上での基本項目について検討する場です。
◆ 【協議会】の委員は、まちづくり協議会と、中学校のPTAからご推薦いただいた方で構成します。
◆ 新たな中学校の教育内容については、学校、教育委員会事務局で、学校跡地の暫定活用につい

ては、地域の各種団体・実行委員会で、別途検討、決定しますが、【協議会】に検討経過等を報告
するなどして、情報の共有を図ります。

「協議会」に関する区からの提案
◆ 基本項目の検討・決定をより効率的かつ効果的に進めるため、【協議会】に「専門部会」を設けるこ

と。
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説明会でいただいたご意見・ご質問とその回答

Q 鶴橋中学校の運動場について、勝山中学校区内と鶴橋中学校区内の小学校が再編されるまでの
暫定的な活用のようだが、仮に小学校が再編されたら、鶴橋中学校の跡地はどうなるのか。

Ａ 生野区の小学校跡地は、地域の災害時避難所であることもあり、売却せずに残した上で、その
活用方法を議論していく予定です。しかし、鶴橋中学校につきましては、小学校の再編の議論
がまとまれば、大阪市の未利用地活用方針に則って、売却手続きをいたします。

中学校の跡地について

Q 中学校３年生という受験の時期に、学校再編を迎える生徒に対する配慮は考えているか。また、
受験生に限らず、学校再編によって環境が大きく変わるのは生徒の負担になることから、教員
配置については配慮がほしい。

Ａ 学校の再編に伴う生徒の心理的負担を軽減するため、移行に向けての準備として、合同行事等、
両中学校の生徒間交流や、教員間研修の実施を検討してまいります。また、新たな学校の教員
の配置についても、両校のバランスを配慮します。１クラスあたりの生徒数については、大阪
市全体のルールがあるので、１クラスあたり40名という基準を変更することはできませんが、
再編による生徒の不安を緩和するため、学校に配置される教員の数について、検討してまいり
ます。

教育内容について

Q 新たな中学校でも、近くの小学校で作った給食を食べることはできるか。

Ａ はい、できます。今後の生徒数の推移を元に、勝山中学校に隣接している東桃谷小学校の給食
調理室で、新たな中学校の分の給食も調理できると試算しています。仮に、生徒数が急激に増
えるようなことがあった場合でも、近隣の小学校で一部を調理するなど、給食を提供できる環
境を整えていきます。

中学校給食について

中学校の再編については、平成29年７月に開催した「生野区西部地域学校再編整備計画説明

会」において、鶴橋中学校が平成31年に全学年単学級化することを、「早期に解消すべき喫緊の課
題」とし、小学校の再編にさきがけて、まずは中学校の再編を推進することをご提案いたしましたとお
り、「中学校を再編する」という方向性については、本市として決定してきたものです。
本説明会において、「再編を進めることで両中学校の教育環境の改善に大きな支障が出てくる」と
いった具体的なご指摘はございませんでしたので、【協議会】を設置し、新たな中学校の再編の時期
や場所、校名といった、具体的な項目について、検討、決定してまいります。

【協議会】の設置について

４


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

